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粘土質圃場では無代かき水稲栽培が後作
大豆を増収させる

粘⼟質圃場での⽥畑輪換体系では、無代かき移植や乾⽥直播による⽔稲栽培を導⼊すると、
翌年栽培する⼤⾖の収量が増加することを明らかにしました
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粘⼟含量が⾼い圃場ほど代かき移植
⽔稲後の⼤⾖収量が低下します

そのため、粘土質圃場
で代かきを省略した水
稲栽培を導入すること
で約30%の後作大豆の
増収が確認できました

大豆収量に差が出るのは、粘土質圃場で代かきを行うと、土壌が固く
なるとともに、排水性も保水性も悪くなるからと考えられました

「⽔稲ー⼤⾖」の⽥畑輪換体系に活⽤できる成果です

この差が増収分
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